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（２）走行中の事故

１．トラクター （２）走行中の事故 ① ６

プッシュトレーラーをけん引きした乗用トラクター（全長13m）の右折時に、後続

車両が追い越しをかけてトラクターの前輪に接触、怪我なし

（平成24年10月 2時頃 公道にて 男性・60歳）

事故の概況

積載量16tのプッシュトレーラ（積載物を押し出して荷下ろしする構造のトレーラ、使

用年数3年）をけん引した乗用トラクター（190PS、使用年数3年）が飼料用トウモロコシ

の収穫作業でサイロと圃場を往復していた。

見通しの良い直線道路（対向1車線、道幅10m）から圃場に進入するため右折時、後続車

（8人乗りワンボックス車）が猛スピードで追い越しをかけて来たため、急停止したが、

後続車がトラクタの右前輪に接触し、反対側車線の路肩（トウモロコシ圃場側）で停止し

た。事故当時は日曜日で交通量が多く、トラクターのオペレータは日頃から後続車には注

意を払っていたので、右折する前には若干蛇行して後続車の台数を確認していて、当該車

両とトラクターの間には4台以上いたと思われ、まさか追い越しをかけてくるとは思わな

かったとのこと。

事故原因と対策

トラクターのオペレータは、プッシュトレーラーの車高が高くルームミラーでは後方が

確認できないため、少し蛇行してサイドミラーで後続車の有無を確認するよう習慣づけて

いたが、想定を超える後方から無理な追い越しであった。なお、交通量が多い場合、別の

経路をとるように指導されていたが、最短距離の経路を取っていた。

プッシュトレーラをけん引していると後方確認が困難になるが、バックモニタは搭載さ

れていなかった。トラクタ前端からトレーラ後端まで13mにも及ぶが、後続車からトラク

タが見えないため、それ

だけ長いことが確認でき

ない（欧州ではトレーラ

の後部に全長を示す表示

が付けられている）。実際、

追い越し車両の運転手は、

まさかトラクターがけん

引しているとは思わなか

ったとのこと。

事故後、遠回りになっ

ても交通量の少ない道を

通るよう指導徹底した。

トラクター

追い越し
車両

進入路

背面
側面

プッシュトレーラーをけん引きしているトラクター（全長13m）が進入路
に向かって右折しようとしたところ、このトラクターと後続車数台を含
め一気に追い越しをかけてきた車両がトラクターの右前輪に衝突、
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１．トラクター （２）走行中の事故 ② ７

雨が降り出し、急いでいつもは通らない急傾斜で狭い坂道を乗用トラクターで登坂

中、前輪が浮いて本人は15m下へ、トラクターは25m下の水田に転落、左小指骨折、通

院１ヵ月 （平成25年5月 午後4時頃 男性・64歳）

事故の概況

乗用トラクター（16PS、ロータリ装着、最外側幅1.4m）、安全フレーム無、使用経験5

～6年）で急傾斜の農道を移動中（変速は低速位置）、転落地の手前に桐の若木が生えて

おり、枝が顔にあたるのを避けるため若木の右側から迂回し、左に向きを変えて前進した

際、トラクターの前輪が浮いた。バランスを取ろうと体を前に倒した際、一旦は前輪が接

地したが、再び前輪が浮いて右に旋回し、25m下の水田に転落。被害者は途中15m下の農道

まで転落した。

目的のブドウ畑へは、いつもは別の農道を使っていたが、ほ場整備以前からの急傾斜農

道も残っていた。走行中、畑での用事を思い出し、戻る際に雨が降り始めて急いでいて、

いつもは通らない、近道となる事故現場の農道を走行。農道の傾斜は20～30゜、転落した

と思われる場所では15～20゜程度。道幅は端から端までは最大2.8mであるが、実際走行で

きる幅は2.2m程度しかなかった。事故発生時は雨が強くなってきていた。

転落の際に頭や腕、腹部等を強く打ち負傷、腫れが引かず13日後に別の治療で病院に行

った際に診察、左手小指骨折、通院１ヵ月。

事故原因と対策

以前に重機事故で左半身が不自由での農機の運転であり、かつ、雨が強まる中での片付

け作業で焦り、いつもは通らない急傾斜の狭い近道を通った。

また、トラクター

は中古で、油圧の不

具合でロータリーが

自然に降りてきてし

まうので、移動中は

ロータリをチェーン

で繋いでおり、転倒

防止のために、咄嗟

にロータリを降ろす

ことができなかった。
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１．トラクター （２）走行中の事故 ③ ８

トラクターで荒起こしをした後、昇降路を上っていて、前輪が浮き上がり、ヒ

ヒーン状態となりあわや転覆しそうになった。 （平成15年春先 男性・48歳頃）

事故の概況

午後、縦50m×横40mの田んぼの荒起こしを終わって昇降路をのぼり始めた。昇降路の長

さ3.5m、幅2.9m前輪と後輪の中心の長さ1.5m、前輪の直径60cm、後輪の直径128cm、運転

席の高さ100cm、床高さ56cm。ロータリーをつけた全長3.3m、ロータリー幅1.30m。

昇降路を上り始め、後輪が昇降路にさしかかった時、わずか10～15cmの段差で引っかか

ったような状態になった。後輪が引っかかった地点から後ろのロータリーまでの長さは1.

5m。後輪が引っかかったような状態となったので、エンジンを思いっきりふかした。

その結果、前輪が一気に浮き上がり、昇降路に対してトラクターが45°以上浮き上がり、

おそらく水平面に60°近く傾き、運転席に座っていて、目の前に空のみしか見えない位に

傾いた。慌ててブレーキを踏んだように思うが、ブレーキの連結ロックをしていたので、

転倒することはなく、怪我はなし。

事故原因と対策

現場の昇降路そのものの傾きは最初の段差の約10～15cmの場所は25°であるが、それか

ら道路に向かっての傾きは7.5°、12°と通常、ヒヒーン状態になりそうにもない場所で

ある。ただ、当該の圃場は昇降路付近が雨がふるとぬかるんだ状態となり、後輪がもぐっ

り、段差に引っかかったようになったとのことである。

昇降路の長さ3.5m、斜度もきついところで12°と特段急斜面ではない。ただ、後輪が昇

降路にかかる部分は25°であり、かつ昇降路と圃場の境が柔らかく、ロータリが踏み込ん

だ状態となり、さら

に脱出するため、エ

ンジンを吹かしたた

め、一気に前輪が浮

き上がった。

なお、ご本人では

「慌てて、無意識に

おそらくブレーキを

踏んだろう」とのこ

とであったが、日頃

から昇降路手前でブ

レーキの連結ロック

をしており、横転す

る事はなかった。

7～12°

わずか7～12°の傾斜の昇降路を上がる際、後部のロータ
リーが深みにはまって上がれず、エンジンを一気に吹かしたら
前輪が45°以上浮き上がり、あわや転倒するとこであった。
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１．トラクター （２）走行中の事故 ④ ９

畑から、格納庫に向かう自宅庭と地続きの狭い通路で、かつ片側斜面の地点で横

転、本人4m地点に投げ出され、トラクターも8.3m転落、左腰部、右胸部打撲、入院1

日、通院10日間。 （平成24年4月11時 男性・63歳

事故の概況

10時から11時までトラクターで自宅と地続きの畑の耕起。トラクターを自宅裏にある格

納庫へ向かって自宅庭に続く上り坂の通路を走行。通路は自宅庭内で129cmと狭く、トラ

クターの右後輪が脱輪し、畑に続く土手を転落。トラクターは一回転半し、底面を上にし

て8.3m先のプルーンの木で止まった。運転者本人はシートベルトをしておらず4m先に投げ

だされ、うずくまるような格好で倒れ、その上をトラクターが転がって行った。

息子の運転で12時過ぎに病院に到着。外科でＸ線、ＣＴ画像で問題がなく、左腰部なら

びに右胸部打撲と診断された。念のため一晩入院して経過をみて、次の日退院。左腰部な

らびに右胸部の強い痛みが3日ほど続いた。その後の3か月間、体を動かすと痛みが続いた。

事故原因と対策

事故後、敷地内の狭い通路は通らないで、遠回りだが安全な広い道路を走行するように

している。また、足場の悪い所も避けるようにしている。トラクターのロータリー幅は14

7cm、後輪幅105cmで、通路幅129cmしかなく、事故現場は狭く危険ではあったが、本人が

言うように今まで大丈夫だったという過信があった。また、トラクターは重心の位置が高

く、ちょっとした傾きに弱く、転倒しやすいことを認識していなかったことが問題である。

 

元々、宅道としていたところを、格納庫に近いので、いつも走行して
いた。車幅、ロータリー幅に比較して、道幅はかなり狭く、かつ右側
が傾斜のきつい土手となっていた。（三角印のところで脱輪、転落）
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１．トラクター （２）走行中の事故 ⑤ １０

田んぼの荒耕し作業の帰り、走行中農道から約1.2ｍ下の圃場へ転落、発見は約2時

間後、心肺停止状態、その後死亡確認。 （平成25年3月 12時頃 男性・74歳）

事故の概況

田植えの準備のため朝から田んぼの荒耕しに出かけた。その帰り道と思われるがトラク

ターを運転していて田んぼより約1.2ｍの農道から転落した。

事故現場は山間部にあり、周囲一帯は獣害を防止するために金網のフェンスで囲われて

いる。圃場への侵入は県道と並行して河川があり小型のトラクターがやっと通れる幅の橋

でつながっており、そこには手動の門扉が取り付けられている。したがって、圃場の中は

一般道路からは全くの死角になっている。午後2時頃、近所の住民が農作業に出かけた時

に発見し119番通報、病院に搬送されたが、心肺停止状態で、約1時間半後死亡が確認され

た。

事故原因と対策

Ｖ字型の圃場で急角度での方向変換を要する。農道はトラクターが行き違える広さはあ

るものの、当時は草刈りが充分ではなく慣れた道ではあったが幅員を見誤りハンドルを急

速に切り過ぎたのではないかと推測される。安全フレームはあったが、事故当時シートベ

ルトはしておらず、投げ出されて下敷きになった可能性が高い。

一般道は、車両走行を常に考え、鋭角カーブなど極力なくし、また直角カーブでは一旦

停止の規制表示などがあり、常に注意を促すようにできている。しかし、農道には必ずし

もこのような配慮

はされていない。

まして、草が生え

ていない時には道

路境界がよく分か

っても、草が生い

茂ってくると境界

が不鮮明となり、

脱輪や進行方向の

誤認が起こってい

る。このように、

他産業や一般車道

では起こりにくい

ことが、農道では

発生している。

１．２ｍ
の法面

事故機と同型のトラクター

荒起こしを終わり、黄色破線を進んできた。土手に上がる部分は、
鋭角カーブ。また、事故当時、草が生えていて、道の境界が不鮮明
で、道を踏み外し横転、下敷きとなる。事故現場は、通常人が入ら
ないところで、事故から約２時間後、心配停止状態で発見された。
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１．トラクター （２）走行中の事故 ⑥ １１

レーキを装着したトラクターで、鋭角カーブを回ろうとして、ハンドル操作を誤っ

て、左側土手にぶつけ、その反動で右側８ｍ下の崖に墜落したが、ほとんど無傷。

（平成25年10月 夕方 男性・44歳）

事故の概況

肥育牛のための、水田の刈りワラを反転させようと、１連のレーキ付きトラクターで現

地の圃場に向かった。道路から圃場に向かい30°の鋭角の角を曲がった。曲がった下り坂

でハンドルを切りすぎて、少し下がった地点の左側の石垣に左前輪をぶつけ、その反動で、

右側に車体が飛ばされるようになり、そのまま、右側の崖下にトラクターもろとも数回転

して墜落した。トラクターは、仰向けになりタイヤが空を向いた状態であった。

トラクターは27馬力、引き上げられた時左のタイヤはパンクしていた。かなり激しく左

壁面にぶつかったようだ。落下した地点が草むらでクッションとなったのか、また下敷き

とならず、簡単な打撲程度で済んだ。

事故原因と対策

本人では、トラクターのハンドルが軽くなったり、突然重くなったりしていたとのこと。

このことから、パワステが油切れを起こし油圧が正常でなかった可能性が強く、カーブで

ハンドル切った際、重くてハンドルコントロールが出来ず、左壁面にぶつかったと考えら

れ、それを無理に戻そうとした時、またパワステが効いて右に急ハンドルとなり、そのま

ま右側の崖下に墜落したとも考えられる。

すでに、事前にパワステの不具合を感じつつ、十分な整備がされていなかったことも事

故の誘因である。

また、鋭角の角を

曲がる時、現場の状

況からゆっくり切り

返しを行っておれば、

左壁面にぶつかるこ

とは無かったと思わ

れるが、かなりスピ

ードを出して急ハン

ドルを切ったと思わ

れる。
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１．トラクター （２）走行中の事故 ⑦ １２

棚田地帯で次の水田に移動する際、鋭角な角を曲がりきれず、一旦バックしようと

して、バックし過ぎて、そのまま９ｍ下の崖下に墜落、ほぼ即死。

（平成23年12月 午後4頃時半頃 男性・67歳）

事故の概況

棚田地帯で、午後から牧草用の畑のトラクター24馬力で荒起こしをしていた。最初120

坪を耕耘し終わり、次に上の棚田100坪を耕そうと、約20m先まで、2.4m幅の農道を進んで

鋭角で左の坂道に上がろうとした。ところが早く曲がりすぎたので、前輪が坂道の法面に

乗り上げ、一旦バックしようとして、バックし過ぎて、そのまま９ｍ下にトラクターもろ

とも転落。転落途中でトラクターのロータリーの右側が引っかかり、その反動で本人は左

側に飛ばされ、下の田圃に顔面から突っ込んで墜落。たまたま、その田圃は耕されており、

顔面がのめり込み、そのまま窒息死。トラクターは右側に傾いた状態で落ちたが、その後、

本人の体に向かって起き直り、体の一部を轢いた状態であったが、打撲するほどの衝撃は

なかった。

事故原因と対策

ご本人は、削蹄師の資格を

持っておられ、次の日の子牛

の競りがあり、各戸から削蹄

の依頼があり、午前中は削蹄

の仕事をこなしていた。午後、

急いで荒起こしをし、少し焦

っておられたとも考えられ

る。また、12月の夕方であり、

辺りはかなり薄暗くなってい

たと考えられ、道筋の確認も

十分できなかったとも考え

られる。

急に上ろうとしたところ

は、38度、落ちた崖の傾斜

は、69度 77度 82度 90度

であった。

草むらで道筋がよく見え

ないので、舗装の申請をさ

れていて、事故以外の場所

の舗装はされていたが、事

故現場はまだ未舗装であっ

た。

青の線に沿って進行、Ａ地点で左にハンドルを切って坂を
上ろうとしたが、坂の途中でありＢにぶつかったので、一
旦バックしてハンドルを切ろうとして、そのままＣに転落

Ｃ

Ａ

Ｂ

2011年１２月１２日、午後４時半頃（日没は、５時１１分頃）、①の水田の荒
起こし後、②の水田に向かおうとして、Ａ地点で左にハンドルを切ったが、Ｂ
の坂にぶつかり、バックしようとして、そのままＣ地点へトラクター共々転落

①

②

Ａ

Ｂ

Ｃ
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（３）大型化し、車高が高くなったため起こった事故

１．トラクター （３）車高が高くて起こった事故 －給油中に転落－ １３

車輪を足場にしてトラクターに給油をしようとして、足が滑りポリタンクを抱えた

まま、バックドロップのように転落し、後頭部裂傷。通院治療中

（平成25年3月 10時頃 自宅格納庫前 男性・71歳）

事故の概況

当日、朝８時頃から自宅から1.5km先の乾燥施設の横にある機械格納庫でロータリーか

ら畦塗機に付け替え、自宅に10時頃戻り給油。

20Ｌのポリタンクに満タンに軽油を入れ、ビール箱のコンテナ・高さ30cmを一方に１段

に積み踏み段とし、もう片側に２段に積みポリタンクをおいて、約50馬力のトラクターの

ボンネットの給油口に給油していた。最初の１杯目を入れ、２杯目も20Ｌの軽油を、直径

83ｃｍ・幅20cmのタイヤに両足で乗って、給油缶を高さ143cmの高さのボンネットに置こ

うとした時、足がタイヤで滑り、給油缶を抱えたまま、バックドロップのように後頭部か

らコンクリートに墜落。なお、ボンネットの縁と前輪の中心との間隔は30cmであった。

落ちた瞬間は、覚えているがその後は、病院のベットで意識が回復するまで、記憶がな

い。たまたま通りかかった60歳代の女性が異変に気づき、奥さんに事態を告げ、救急車が

呼ばれて医療センターに搬送された。病院に着いたのは11時頃。ＣＴでは特に異常がなか

った。後頭部裂傷で、落ちたコンクリートは血の海だったとのこと。12針縫合。入院せず

そのまま帰宅。その後、市民病院の脳外科に転院して治療中。現在も左右の眼球の動きが

うまく行かず、めまいが起こっている。

事故原因と対策

事故当時、作業着、長

靴、帽子は普通のキャッ

プ帽でヘルメットはせず。

なお、事故後、トラク

ターは８年使ったので50

馬力から54馬力のものに

買い換えた。新しいトラ

クターの給油口の位置は、

ステップ横で高さも80cm

と低く、給油しやすくな

っている。また、ドラム

缶からの給油ポンプを手

回しから電動式にし、さらにホースの長さを特注で5.1mと直接給油できるようにした。

事故車両は50馬力、前輪高さ83cm、注油口高さ145cm、前輪タイヤ幅20cm、本
体との間隔30cm、20Ｌの満タンの軽油をタイヤに足をかけボンネットの上の給油口
から注油しようとして足が滑り、バックドロップのように転倒、後頭部強打、裂傷。

発見された時は、頭周辺血の海
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（４）その他の事故

１．トラクター （４）その他の事故 －ついうとうとと－ １４

トラクターで春耕中、ついうとうととし、畦を越え用水にトラクターごと突っ込ん

だ。 （平成15年4月 午後2時頃 男性・65歳）

事故の概況

前年12月に畝起こし（天地返し）

して出来た畝を戻すため、ロータ

リー耕にて戻していた。この作業

を始めて約１週間後、朝から作業

を行い、午後の最初の圃場の約３

分の１位起こした時、うとうとと

して、気がついたら前方の畦を乗

り越え、その先の用水にトラクタ

ーの前輪が突っ込んでエンジンが

かかったまま止まっていた。怪我

はなし。

事故原因と対策

当時全く疲れておらず、また睡眠は夜の10時頃から翌朝8時頃まで約10時間は眠るとの

こと。またお酒は１滴も飲めない。「本当に風もほとんどなく、天気も良く心地よい暖か

さの日」で、エンジンの振動が丁度いい刺激となって眠気を誘ったもののようである。

１．トラクター (4)その他の事故 －落雷－ １５

水田で代掻き中、落雷に遭い、感電死

（平成24年5月 午前11時頃 水田にて 男性・64歳）

事故の概況

代掻き中落雷を受ける。右胸、右脇が雷に打たれて焦げていた。田圃にエンジンがかか

ったまま用水路に脱輪したトラクターがあり、そばに本人が倒れていた。住民が田圃の水

の状態を確認しに行ったところ、隣の田圃の用水で心肺停止状態で発見。

事故原因と対策

当日は県内全域で雷注意報が出され、急激な気象変化があったと思われる。当日、上空

の寒気と下層の暖かく湿った空気により関東・東北は激しい雷雨。日本海側にも低気圧が

２つ並んで西から東に移動している。事故のあったのは11時前の頃で、付近の人の話では

急に天気が悪くなり、雷が激しく鳴っていたとの事である。とにかく急激な気象変化では、

一時的または、長時間であれ「避難」が最優先であることを教えている。
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１．トラクター （４）その他の事故 －目的外使用－ １６

用水に落ちたトレーラー（耕耘機牽引タイプ）をフロントローダーで引き上げよう

として、フロントローダーもろとも用水に転落、打撲・肘骨折

（平成7年の春の午後４時頃 男性・29歳頃）

事故の概況

「トレーラーが用水に落ちたので、引き上げて欲しい」と要請され、ロータリー付きフ

ロントローダーにて現場に行き、耕耘機部分にワイヤーを結んで釣り上げようとした。用

水幅は上部の幅2ｍ、下部の幅2.6ｍ。深さ1.7ｍ。

ローダーを上げた時、耕耘機とトレーラーが一緒に持ち上がり、荷重が一気にかかり、

フロントローダーと本人もろとも用水に転落。用水に落ちる瞬間、フロントローダーの下

敷を避けるため対岸に飛んだ、が、対岸の岸までは飛べず、対岸のコンクリート壁にへば

りついて、そのまま、用水に転落。その上にフロントローダーが横倒しに落ちてきた。

たまたま、ローダーのアームと、フロントローダのステップの空間に体がスポッとはま

り、ローダー全体の荷重が直接かかることが無かった。また左脚が右側の後輪の下敷きに

なったが、ロータリーがタイヤ幅より、少し突き出ており、少し浮いた状態であり、ロー

ダーの全荷重を直接受ける事は無かった。

現場で、最初にトレーラーの引き上げを要請した人が、すぐに近くいた人を５～６人を

呼び、水のない用水に降りて、救出され、救急車で病院に搬送された。

全身打撲、右肘骨折、28日間入院。

事故原因と対策

フロントローダ

ーの馬力は、18馬

力と小型であり、

馬力自身小さく、

耕耘機などを引き

上げるのには適し

ておらず、かつ設

置場所は傾斜があ

り倒れやすい環境

にあった。 農作

業現場では、この

事例のように「目

的外使用」で作業

する場合があるが、

目的外使用の状態

である事の認識や目的外使用をしないで作業をする工夫が必要である。

近所の人が耕耘機付トレーラーを用水に落とした。トレーラー部分は
まだ道路に残っていた。その連絡を受け、フロントローダーで左側Ａ
から引き上げようとしたが、重さに耐えかね、フロントローダーが用水
Ｂに転落、本人も一緒に用水に転落し、トラクターの下敷きになった。

Ｂ

Ａ


